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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リスナの頭部の所定位置に装着された筐体部と、
　上記筐体部に前面のみ露出するように取り付けられ、上記筐体部が上記リスナの頭部に
装着された際、上記リスナの外耳道入口との間に所定距離が設けられたスピーカユニット
と、
　上記筐体部の内部に差し込まれ、上記筐体部の内部で上記スピーカユニットの後面から
生じさせた音を、上記リスナの外耳道入口近傍まで到達させるよう延長された管状ダクト
と
　を具え、
　上記管状ダクトは、
　上記リスナの外耳道入口近傍に当接することで、上記スピーカユニットから音を生じさ
せたときに上記筐体部を介して伝わる振動を上記リスナに伝達し、
　さらに上記管状ダクトは、
　上記筐体部から上記リスナの外耳道入口近傍まで延長されると共に上記筐体部へ再度戻
る略Ｕ字状に形成され、上記リスナの上記外耳道入口近傍に放音用の孔部が設けられてい
る
　電気音響変換器。
【請求項２】
　上記筐体部は、
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　上記リスナの頭部に装着された際、上記スピーカユニットの放音面をおおよそ上記リス
ナの外耳道入口の方向へ向けさせる
　請求項１に記載の電気音響変換器。
【請求項３】
　リスナの頭部の所定位置に装着された筐体部と、上記筐体部に前面のみ露出するように
取り付けられ、上記筐体部が上記リスナの頭部に装着された際、上記リスナの外耳道入口
との間に所定距離が設けられたスピーカユニットと、上記筐体部の内部に差し込まれ、上
記筐体部の内部で上記スピーカユニットの後面から生じさせた音を、上記リスナの外耳道
入口近傍まで到達させるよう延長された管状ダクトとを有する電気音響変換器と、
　上記スピーカユニットと上記リスナの外耳道入口との間に上記所定距離が設けられるよ
う上記電気音響変換器を上記リスナの頭部に装着させる装着部と
　を具え、
　上記電気音響変換器の上記管状ダクトは、
　上記リスナの外耳道入口近傍に当接することで、上記スピーカユニットから音を生じさ
せたときに上記筐体部を介して伝わる振動を上記リスナに伝達し、
　さらに上記管状ダクトは、
　上記筐体部から上記リスナの外耳道入口近傍まで延長されると共に上記筐体部へ再度戻
る略Ｕ字状に形成され、上記リスナの上記外耳道入口近傍に放音用の孔部が設けられてい
る
　イヤースピーカ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電気音響変換器及びイヤースピーカ装置に関し、例えば頭部装着型のウェアラ
ブルスピーカ装置に適用して好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、頭部装着型のウェアラブルスピーカ装置の一例であるヘッドホン装置においては
、リスナの頭部に装着された状態でＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）の再生音声等を表
すオーディオ信号を音（以下、これを再生音と呼ぶ）に変換し、これを当該リスナに聴取
させるようになされたものが広く普及している。
【０００３】
　一般的なヘッドホン装置では、再生音を発生させるスピーカユニットがリスナの外耳道
入口の正面付近に位置するようになされており、当該スピーカユニットから鼓膜に対して
直接的に音を到達させることにより音質を向上し得るものの、音像をリスナの頭内に定位
させることになり当該リスナに不自然な印象を与えてしまっていた。
【０００４】
　このためヘッドホン装置の中には、スピーカユニットを外耳道入口（耳孔）からやや離
隔させ前頭部側へ位置させることにより、一般的な据置型のスピーカを用いた場合のよう
に音像を頭外に定位させることにより不自然感を払拭させると共に、リスナの耳の周囲に
密閉空間を形成した密閉型とすることにより充分な低音を聴取させ得るよう考慮されたも
のが考案されている。
【特許文献１】特許第３０５４２９５号明細書（第３頁、第１図）。
【０００５】
　ところで、かかる構成のヘッドホン装置に対して、充分な低音を含む良好な音質を維持
しながら開放型とすることによりリスナに開放感を与えたいという要望があるものの、ス
ピーカユニットが耳孔から離隔されているため、単純に密閉型を開放型としただけでは低
音域が不足して音質を悪化させてしまい、かかる要望に応じ得ないという問題があった。
【０００６】
　また、かかる構成のヘッドホン装置においては、スピーカユニットが外耳道入口（耳孔
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）からやや離隔させた前頭部側へ位置させられていることにより、中高音についても耳孔
に到達し難く、充分なレベルの中高音を聴取させ得ないという問題もあった。
【発明の開示】
【０００７】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、自然な音像定位を与えながら高品質な再
生音をリスナに聴取させ得る電気音響変換器及びイヤースピーカ装置を提案しようとする
ものである。
【０００８】
　かかる課題を解決するため本発明においては、リスナの頭部の所定位置に装着された筐
体部と、当該筐体部に前面のみ露出するように取り付けられ、筐体部がリスナの頭部に装
着された際、リスナの外耳道入口との間に所定距離が設けられたスピーカユニットと、筐
体部の内部に差し込まれ、筐体部の内部でスピーカユニットの後面から生じさせた音を、
リスナの外耳道入口近傍まで到達させるよう延長された管状ダクトとを設け、さらに管状
ダクトが、リスナの外耳道入口近傍に当接することで、スピーカユニットから音を生じさ
せたときに筐体部を介して伝わる振動をリスナに伝達し、さらに管状ダクトが、筐体部か
らリスナの外耳道入口近傍まで延長されると共に筐体部へ再度戻る略Ｕ字状に形成され、
リスナの外耳道入口近傍に放音用の孔部が設けられているようにした。
 
【０００９】
　これにより、筐体部によって生じさせた音を管状ダクトを介してリスナの外耳道入口近
傍から外耳道内の鼓膜へ直接到達させることができるため、開放型として自然な音像定位
を与えながら、充分なレベルの音を当該リスナに聴取させることができる。
【００１０】
　本発明によれば、筐体部によって生じさせた音を管状ダクトを介してリスナの外耳道入
口近傍から外耳道内の鼓膜へ直接到達させることができるため、開放型として自然な音像
定位を与えながら、充分なレベルの音を当該リスナに聴取させ得る電気音響変換器及びイ
ヤースピーカ装置を実現することができ、かくして自然な音像定位を与えながら高品質な
再生音をリスナに聴取させ得る電気音響変換器及びイヤースピーカ装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の全体構成を示す略線的
斜視図である。
【図２】図２は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の全体構成を示す略線的
後面図である。
【図３】図３は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の全体構成を示す略線的
前面図である。
【図４】図４は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の装着状態を示す略線的
側面図である。
【図５】図５は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の装着状態を示す略線的
上断面図である。
【図６】図６は、一般的なバスレフ型のイヤースピーカ装置を示す略線的上断面図である
。
【図７】図７は、従来のバスレフ型スピーカにおける周波数特性を示す略線図である。
【図８】図８は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の周波数特性を示す略線
図である。
【図９】図９は、理論的な周波数特性を示す略線図である。
【図１０】図１０は、実測による周波数特性を示す略線図である。
【図１１】図１１は、上下の振巾方向を示す略線図である。
【図１２】図１２は、管状ダクトによる低音域の振巾特性を示す特性曲線図である。
【図１３】図１３は、前後の振巾方向を示す略線図である。
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【図１４】図１４は、管状ダクトによる低音域の振巾特性を示す特性曲線図である。
【図１５】図１５は、左右の振巾方向を示す略線図である。
【図１６】図１６は、管状ダクトによる低音域の振巾特性を示す特性曲線図である。
【図１７】図１７は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図１８】図１８は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図１９】図１９は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図２０】図２０は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図２１】図２１は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図２２】図２２は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図２３】図２３は、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図２４】図２４は、他の実施の形態による管状ダクトの構成例を示す略線的斜視図であ
る。
【図２５】図２５は、他の実施の形態による管状ダクトの構成例を示す略線的斜視図であ
る。
【図２６】図２６は、他の実施の形態による管状ダクトの構成例を示す略線的斜視図であ
る。
【図２７】図２７は、他の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の全体構成を示す略線
的斜視図である。
【図２８】図２８は、他の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の全体構成を示す略線
的斜視図である。
【図２９】図２９は、耳掛けハンガーの取付状態を示す略線的斜視図である。
【図３０】図３０は、耳掛けハンガーの取付状態を示す略線的斜視図である。
【図３１】図３１は、耳掛けハンガーの取付状態を示す略線的斜視図である。
【図３２】図３２は、第２の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の全体構成を示す略
線的斜視図である。
【図３３】図３３は、第２の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の装着状態を示す略
線的側面図である。
【図３４】図３４は、第２の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の装着状態を示す略
線的上断面図である。
【図３５】図３５は、第２の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図３６】図３６は、第２の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図３７】図３７は、第２の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図３８】図３８は、第２の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図３９】図３９は、第２の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図４０】図４０は、第２の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
【図４１】図４１は、第２の実施の形態におけるイヤースピーカ装置の構成及び装着の例
を示す略線的側面図である。
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【図４２】図４２は、他の実施の形態による管状ダクトの構成例を示す略線的斜視図であ
る。
【図４３】図４３は、他の実施の形態による筐体部の構成例を示す略線的断面図である。
【図４４】図４４は、他の実施の形態による筐体部の構成例を示す略線的断面図である。
【図４５】図４５は、他の実施の形態による筐体部の構成例を示す略線的断面図である。
【図４６】図４６は、他の実施の形態による管状ダクトの構成を示す略線的斜視図である
。
【図４７】図４７は、他の実施の形態による管状ダクトの構成を示す略線的斜視図である
。
【図４８】図４８は、他の実施の形態による管状ダクトの構成を示す略線的斜視図である
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面について、本発明の一実施の形態を、第１の実施の形態と第２の実施の形態
とに分けて詳述する。
【００１３】
（１）第１の実施の形態
（１－１）イヤースピーカ装置の構成
　図１、図２及び図３において、１は全体として第１の実施の形態におけるイヤースピー
カ装置を示し、ポータブルＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）プレーヤやＤＭＰ（Ｄｉｇ
ｉｔａｌ　Ｍｕｓｉｃ　Ｐｌａｙ－ｅｒ）の再生処理等により生成されたオーディオ信号
を再生音に変換し、これをリスナに聴取させるようになされている。
【００１４】
　イヤースピーカ装置１は、一般的な箱形のスピーカ装置とは異なり、ヘッドホン装置と
同様にリスナの頭部に装着されることを前提としており、大きく分けてオーディオ信号を
再生音に変換する電気音響変換部２Ｌ及び２Ｒと、当該電気音響変換部２Ｌ及び２Ｒをリ
スナの頭部に装着して固定させるためのバンド部３とにより構成されている。
【００１５】
　電気音響変換部２Ｌ及び２Ｒは、球体が垂直方向に４等分されたような形状でなる筐体
部４Ｌ及び４Ｒを中心に構成されている。筐体部４Ｌ及び４Ｒは、それぞれ後面側及び左
右内側に平面部分が形成されており、左右内側にはリスナの頭部に対する側圧を和らげる
ためのパッド部５Ｌ及び５Ｒが取り付けられている。
【００１６】
　筐体部４Ｌ及び４Ｒの後面側における平面部分であるバッフル板４ＡＬ及び４ＡＲには
、オーディオ信号を再生音に変換するスピーカユニット７Ｌ及び７Ｒが取り付けられてい
る。このスピーカユニット７Ｌ及び７Ｒは、ポータブルＣＤプレーヤやＤＭＰ等から接続
ケーブル６により供給されるオーディオ信号に応じて振動板を振動させることにより放音
するようになされている。
【００１７】
　また筐体部４Ｌ及び４Ｒのバッフル板４ＡＬ及び４ＡＲには、所定の硬さを有するアル
ミニウム等の金属又は所定の硬さを有するプラスチックや樹脂等でなり、所定太さを有す
る中空の部材が側面略Ｕ字状に曲げられた管状ダクト８Ｌ及び８Ｒが取り付けられている
。この管状ダクト８Ｌ及び８Ｒは、図１に示したように、外端部がそれぞれ左右内側方向
に曲げられており、さらに後側先端部のほぼ中央にそれぞれ孔部８ＡＬ及び８ＡＲが設け
られている。
【００１８】
　バンド部３は、中央部３Ａを中心に一般的な人間の頭部の形状に合わせて上に凸の略ア
ーチ型に形成されていると共に、当該中央部３Ａに対して伸縮自在に摺動し得るアジャス
ト部３ＢＬ及び３ＢＲによりバンド部３全体の長さを調整し得るようになされている。
【００１９】
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　またバンド部３は、一般的な人間の頭部の形状よりも小さい径のアーチ型に形成されて
いると共に弾性力を有しており、リスナに装着される際に筐体部４Ｌ及び４Ｒを左右に広
げながら装着されると、装着後に当該弾性力の作用によって元の形状に戻ろうとするため
、筐体部４Ｌ及び４Ｒを当該リスナの頭部に対して当接させた状態で保持させるようにな
されている。
【００２０】
　なお、イヤースピーカ装置１は、図１～図３に示したようにほぼ左右対称に構成されて
いるため、以下では主に左側の電気音響変換部２Ｌを例に説明する。
【００２１】
　実際上、イヤースピーカ装置１は、図４の左側面図に示すように、バンド部３における
長さが調整された上でリスナの頭部１００に装着されることにより、アジャスト部３ＢＬ
の下端側に取り付けられた電気音響変換部２Ｌをリスナの頭部における耳介１０１Ｌより
もやや前方に位置させるようになされている。
【００２２】
　これによりイヤースピーカ装置１の電気音響変換部２Ｌは、スピーカユニット７Ｌから
放射された中高音を直接リスナの外耳道内部へ到達させると共に、当該リスナの頬や耳介
１０１Ｌ等で反射された反射音も外耳道内部へ到達させることができるため、一般的な据
置型スピーカを介して聴取した場合と同様の、自然な音像定位を与え得るようになされて
いる。
【００２３】
　このときイヤースピーカ装置１は、リスナに対して正常に装着された際、スピーカユニ
ット７Ｌが耳介１０１Ｌ及び外耳道入口１０２Ｌのやや前方に位置し、管状ダクト８Ｌの
孔部８ＡＬが外耳道入口１０２Ｌの近傍に位置するようになされている。
【００２４】
　因みに管状ダクト８Ｌは、その先端が略Ｕ字状に形成されているため、リスナの外耳道
入口１０２Ｌに当接されるものの外耳道内へ入り込まないようになされている。これによ
りイヤースピーカ装置１は、当該リスナがイヤースピーカ装置１の装着時等に、誤って管
状ダクト８Ｌにより当該外耳道内を傷つけてしまうことを未然に防止し得るようになされ
ている。
【００２５】
　ここで図４におけるＱ１－Ｑ２断面を図５に示すように、筐体部４Ｌはスピーカユニッ
ト７Ｌが取り付けられた状態で管状ダクト８Ｌを除き密閉された空間を形成しており、ス
ピーカユニット７Ｌに対して筐体部４Ｌ及び当該管状ダクト８Ｌにより共振回路を形成す
るようになされている。
【００２６】
　また管状ダクト８Ｌは、筐体部４Ｌの内部から筐体部４Ｌのバッフル板４ＡＬを貫通し
てリスナの外耳道入口１０２Ｌの近傍に到達している。実際上、電気音響変換部２Ｌは、
管状ダクト８Ｌをバスレフダクトとして作用させることにより、全体としてバスレフ型の
スピーカとして動作するようになされている。
【００２７】
　ところで、一般的なバスレフ型スピーカでは、ダクトが筐体の内部のみに設けられ、外
部へは延長しないようになされている。そこで、電気音響変換部２Ｌとの比較用に、図５
の対応部分に同一符号を付した図６に示すような電気音響変換部１２Ｌを想定する。
【００２８】
　この電気音響変換部１２Ｌ（図６）は、一般的なバスレフ型スピーカと同様に構成され
ており、電気音響変換部２Ｌの管状ダクト８Ｌ（図５）に代えて、筐体部４Ｌの内側のみ
に２本の管状ダクト１８Ｌ及び１９Ｌを有している。
【００２９】
　この電気音響変換部１２Ｌの場合、スピーカユニット７Ｌの位置を仮想的な音源の位置
（以下、これを仮想音源位置と呼ぶ）ＰＭと見なしたときの、当該スピーカユニット７Ｌ
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から放射された中高音がリスナの鼓膜１０３Ｌに到達するまでの経路長ＥＭと、孔部１８
ＡＬ及び１９ＡＬを仮想音源位置ＰＬ２と見なしたときの、管状ダクト１８Ｌ内及び１９
Ｌ内を伝わり当該孔部１８ＡＬ及び１９ＡＬから放射された低音がリスナの鼓膜１０３Ｌ
に到達するまでの経路長ＥＬ２とを比較すると、経路長ＥＭ≒経路長ＥＬ２となっている
。
【００３０】
　ここで、電気音響変換部１２Ｌにより鼓膜１０３Ｌに到達する音の周波数特性を図７に
示す。この図７に示すように、一般的なバスレフ型の電気音響変換部１２Ｌは、スピーカ
ユニット７Ｌから放射される、特性曲線ＳＭに示すような周波数特性でなる中高音と、管
状ダクト１８Ｌ内及び１９Ｌ内を伝わり孔部１８ＡＬ及び１９ＡＬから放射される、特性
曲線ＳＬ２に示すような周波数特性でなる低音とを合わせてリスナの鼓膜１０３Ｌまで到
達させることになる。
【００３１】
　これにより電気音響変換部１２Ｌは、特性曲線ＳＭ及び特性曲線ＳＬ２が合成された特
性曲線ＳＧ２に示すように、特性曲線ＳＭにおける低音域の音圧レベルがある程度上昇さ
れた再生音をリスナに聴取させることができる。
【００３２】
　一方、本発明による電気音響変換部２Ｌ（図５）では、スピーカユニット７Ｌを仮想音
源位置ＰＭとみなしたときの、当該スピーカユニット７Ｌから放射された中高音がリスナ
の鼓膜１０３Ｌに到達するまでの経路長ＥＭと、孔部８ＡＬを仮想音源位置ＰＬ１と見な
したときの、管状ダクト８Ｌ内を伝わり当該孔部８ＡＬから放射された低音がリスナの鼓
膜１０３Ｌに到達するまでの経路長ＥＬ１とを比較すると、経路長ＥＭ＞経路長ＥＬ１と
なっている。
【００３３】
　ここで、電気音響変換部２Ｌにより鼓膜１０３Ｌに到達する音の周波数特性を図８に示
す。電気音響変換部２Ｌは、上述したようにバスレフ型スピーカの一種であるため、図７
に示した場合と同様、スピーカユニット７Ｌから放射される、特性曲線ＳＭに示すような
周波数特性でなる中高音と、管状ダクト８Ｌを伝わり孔部８ＡＬから放射される、特性曲
線ＳＬ１に示すような周波数特性でなる低音とを合わせてリスナの鼓膜１０３Ｌまで到達
させることになる。
【００３４】
　ところで、一般に音源からの距離と音圧レベルとは反比例の関係にある。ここで電気音
響変換部２Ｌ（図５）と電気音響変換部１２Ｌ（図６）との経路長を比較すると、経路長
ＥＬ１＜経路長ＥＬ２の関係となる。
【００３５】
　すなわち電気音響変換部２Ｌ（図５）は、仮想音源位置ＰＬ１が電気音響変換部１２Ｌ
（図６）の仮想音源位置ＰＬ２よりもリスナの外耳道入口１０２Ｌ近傍に位置しているた
め、管状ダクト８Ｌ内を伝わり孔部８ＡＬ（仮想音源位置ＰＬ１）から放射される低音を
、電気音響変換部１２Ｌの場合よりも高い音圧レベルで鼓膜１０３Ｌまで到達させ得るよ
うになされている。
【００３６】
　すなわち、２つの特性曲線ＳＬ１及びＳＬ２を重ねた図９に示すように、管状ダクト８
Ｌによる低音の特性曲線ＳＬ１は、経路長ＥＬ１＜経路長ＥＬ２の関係により、管状ダク
ト１８Ｌ及び１９Ｌによる低音の特性曲線ＳＬ２と比較して全体的な音圧レベルが高くな
る。
【００３７】
　この結果、第１の実施の形態における電気音響変換部２Ｌは、特性曲線ＳＭ及び特性曲
線ＳＬ１が合成された特性曲線ＳＧ１に示すように、特性曲線ＳＭにおける低音域の音圧
レベルが電気音響変換部１２Ｌの場合（特性曲線ＳＧ２）よりも上昇された、比較的低い
周波数帯まで十分な音圧レベルの再生音をリスナに聴取させ得るようになされている。
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【００３８】
　ここで特性曲線ＳＧ１と特性曲線ＳＧ２とを比較すると、特性曲線ＳＧ２では低音域側
へ進むに連れて比較的急峻に音圧レベルが低下しているのに対して、特性曲線ＳＧ１では
低音域側へ進むに連れて音圧レベルの低下度合いが緩やかになっていることが分かる。
【００３９】
　すなわち電気音響変換部２Ｌは、電気音響変換部１２Ｌと比較して、広い周波数帯域に
渡って高い音圧レベルでなる、すなわち充分な低音域が含まれる良好な再生音をリスナの
鼓膜１０３に伝達して聴取させ得るようになされている。
【００４０】
　この場合、電気音響変換部２Ｌは、図４及び図５に示したように、リスナの外耳道入口
１０２Ｌの近傍に管状ダクト８Ｌの先端部を当接させるものの、当該外耳道入口１０２Ｌ
を完全には閉塞しない。
【００４１】
　このため電気音響変換部２Ｌは、スピーカユニット７Ｌから放射する中高音及び管状ダ
クト８Ｌの孔部８ＡＬから放射する低音を合わせた再生音に加えて、リスナの周囲で発生
した音（以下これを周囲音と呼ぶ）を遮断することなく当該リスナの鼓膜１０３Ｌまで到
達させ聴取させ得るようになされている。
【００４２】
　因みに電気音響変換部２Ｌは、筐体部４Ｌの内容積が１０［ｍｌ］、スピーカユニット
７Ｌの外径が２１［ｍｍ］、当該スピーカユニット７Ｌの振動板における有効振動半径が
８．５［ｍｍ］、振動系の等価質量が０．２［ｇ］、最低共振周波数ｆ０が３６０［Ｈｚ
］、共振のＱ０が１．０とされている。
【００４３】
　また管状ダクト８Ｌは、内径が１．８［ｍｍ］、当該管状ダクト８Ｌの筐体部４Ｌ内に
位置する内部端８ＢＬから孔部８ＡＬまでの有効長が５０［ｍｍ］、バッフル板４ＡＬの
表面から孔部８ＡＬまでの距離が約３５［ｍｍ］とされている。
【００４４】
　ここで管状ダクト８Ｌは、その側面がＵ字状に形成され、外端部の中央に孔部８ＡＬが
設けられているため、実質的に上半分及び下半分による２本のバスレフダクトを構成して
いるのと同じであり、当該管状ダクト８Ｌを１本の管状ダクトに換算した場合の内径（こ
の場合は約２．５［ｍｍ］に相当する）が考慮された上で、その内径及び有効長が決定さ
れている。
【００４５】
　すなわち管状ダクト８Ｌは、側面Ｕ字状に形成されたことにより、１本の管状ダクトと
した場合に比べてその有効長を短く設定し得ると共に、デザイン性及び安全性を大きく向
上させ得るようになされている。
【００４６】
　この電気音響変換部２Ｌ（図５）及び電気音響変換部１２Ｌ（図６）について、人間の
耳介及び外耳道を模した測定用治具を用いて実際の周波数特性を測定したところ、図１０
に示すような特性曲線ＳＧ１１（電気音響変換部２Ｌの場合）及び特性曲線ＳＧ１２（電
気音響変換部１２Ｌの場合）が得られた。
【００４７】
　この図１０では、図９に示した理論的な周波数特性と同様、およそ５００［Ｈｚ］以下
の低音域において、電気音響変換部２Ｌの特性曲線ＳＧ１１が電気音響変換部１２Ｌの特
性曲線ＳＧ１２よりも高い音圧レベルとなっている。すなわち、実際に電気音響変換部２
Ｌがリスナに対して充分な低音を含む良好な再生音を聴取させ得ることが示されている。
【００４８】
　なお電気音響変換部２Ｌでは、所定の硬さを有するアルミニウム等の金属又は所定の硬
さを有するプラスチックや樹脂等によって管状ダクト８Ｌを形成し、その管状ダクト８Ｌ
の先端部が外耳道入口１０２Ｌの近傍で当接されていることにより、管状ダクト８Ｌの先
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端部に生じた低域の振動成分を、主に皮膚を介した伝導によってリスナの鼓膜１０３Ｌに
まで到達させて聴取させ得るようになされている。
【００４９】
　特に低音感は、管状ダクト８Ｌが外耳道入口１０２Ｌの近傍で当接されているため、管
状ダクト８Ｌの先端部に生じた低域の振動によって人間の皮膚が震え、それが皮膚の神経
から脳へ伝わることによりユーザに体感されるものである。
【００５０】
　このことは、図１１に示すように、管状ダクト８Ｌの先端部分における上下方向（太矢
印）の振巾量を測定した結果に表れている。図１２に示すように、アルミニウム等の硬い
金属でなる管状ダクト８Ｌの先端部分に生じる上下方向（太矢印）の振動すなわち上下方
向の振巾量としては、特に約１００［Ｈｚ］以下で非常に大きいことが分かる。
【００５１】
　また図１３に示すように、管状ダクト８Ｌの先端部分における前後方向（太矢印）の振
巾量を測定した結果、図１４に示すように、アルミニウム等の硬い金属でなる管状ダクト
８Ｌの先端部分に生じる前後方向の振動すなわち前後方向の振巾量としても、特に約１０
０［Ｈｚ］以下で非常に大きいことが分かる。
【００５２】
　さらに、図１５に示すように、管状ダクト８Ｌの先端部分における左右方向（太矢印）
の振巾量を測定した結果、図１６に示すように、アルミニウム等の硬い金属でなる管状ダ
クト８Ｌの先端部分に生じる左右方向の振動すなわち左右方向の振巾量としても、特に約
１００［Ｈｚ］以下で非常に大きいことが分かる。
【００５３】
　一方、エラストマー等の柔らかい素材によって形成された管状ダクト（図示せず）がイ
ヤースピーカ装置１に用いられていた場合、その管状ダクトが外耳道入口１０２Ｌの近傍
で当接されていたとしても、柔らかい素材であるために管状ダクトの先端に生じる振動が
リスナの皮膚を介して伝わることがなく、特に約１００［Ｈｚ］以下の低音の音圧を管状
ダクトの先端部に生じる振動によって上げることは難しい。
【００５４】
　但し、イヤースピーカ装置１では、管状ダクト８Ｌのバスレフダクトとしての作用によ
り、約１００［Ｈｚ］以下の低音についてもその音圧レベルをある程度上げられているの
で、大きな落ち込みとはならない。
【００５５】
　このようにイヤースピーカ装置１では、管状ダクト８Ｌの先端部分に対して上下方向、
前後方向及び左右方向への振動が大きく発生し、これがリスナの皮膚を介した伝導によっ
てリスナの鼓膜１０３Ｌにまで到達することになるため、十分なレベルの低音をリスナに
聴取させ得るようになされている。
【００５６】
　このようにイヤースピーカ装置１は、リスナの頭部１００に装着された際、スピーカユ
ニット７Ｌをリスナの外耳道入口１０２Ｌからやや離れた場所に位置させ、そのスピーカ
ユニット７Ｌから再生音の中高音を放射すると共に、筐体部４Ｌから当該外耳道入口１０
２Ｌの近傍まで延長されバスレフダクトとして作用する管状ダクト８Ｌの孔部８ＡＬから
再生音の低音を放射し、かつ管状ダクト８Ｌの主に皮膚伝導作用によってもその低音をリ
スナに伝達させることにより、自然な音像定位を与えながら充分な低音を含む良好な再生
音を当該リスナに聴取させ得るようになされている。
【００５７】
（１－２）他のイヤースピーカ装置の構成例
　ところで、第１の実施の形態におけるイヤースピーカ装置１は、図１～４に示したよう
に、装着部としてのバンド部３により電気音響変換部２Ｌ及び２Ｒをリスナの頭部１００
に装着するようになされているが、このバンド部３に代えて他の種々の装着部を用いるこ
とにより電気音響変換部２Ｌ及び２Ｒをリスナの頭部１００に装着するようにしても良い
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。
【００５８】
　なお、以下では、上述したイヤースピーカ装置１の場合と同様、主に左側の電気音響変
換部２Ｌを例に説明するが、右側の電気音響変換部２Ｒについては、当該左側の電気音響
変換部２Ｌと左右対称に構成されているものとする。
【００５９】
　例えば図１７に示すイヤースピーカ装置２０は、いわゆるイヤークリップ型として構成
されており、イヤースピーカ装置１（図１～図４）におけるバンド部３に代えて、リスナ
の耳介１０１Ｌに引っ掛けるためのイヤークリップ２１Ｌが電気音響変換部２Ｌの筐体部
４Ｌに取り付けられている。
【００６０】
　このイヤースピーカ装置２０は、イヤークリップ２１Ｌがリスナの耳介１０１Ｌに引っ
掛けられることにより電気音響変換部２Ｌをリスナの頭部１００に装着することができ、
イヤースピーカ装置１と同様、自然な音像定位を与えながら充分な低音を含む良好な再生
音を当該リスナに聴取させ得るようになされている。
【００６１】
　また図１８に示すイヤースピーカ装置３０は、所謂アンダーチン型として構成されてお
り、イヤースピーカ装置１（図１～図４）におけるバンド部３に代えて、左右の電気音響
変換部２Ｌ及び２Ｒを接続すると共にリスナの耳介１０１Ｌに引っ掛けるためのバンド部
３１が筐体部４Ｌに取り付けられている。このバンド部３１の中央部３１Ａは、下に凸の
略アーチ状に形成され、リスナの顎の下を通って左右に渡されることを前提としている。
【００６２】
　このイヤースピーカ装置３０（図１８）は、バンド部３１の耳掛部３１ＢＬがリスナの
耳介１０１Ｌに引っ掛けられることにより電気音響変換部２Ｌをリスナの頭部１００に装
着することができ、イヤースピーカ装置１と同様、自然な音像定位を与えながら充分な低
音を含む良好な再生音を当該リスナに聴取させ得るようになされている。
【００６３】
　さらに図１９に示すイヤースピーカ装置４０は、所謂ショルダーホールド型として構成
されており、イヤースピーカ装置１（図１～図４）におけるバンド部３に代えて、左右の
電気音響変換部２Ｌ及び２Ｒを接続すると共にリスナの肩部から支持するショルダーアー
ム４１が筐体部４Ｌに取り付けられている。このショルダーアーム４１の中央部４１Ａは
、後ろに凸の略アーチ状に形成され、リスナの首の後ろから肩の上部に引っ掛けて左右に
渡されることを前提としている。
【００６４】
　このイヤースピーカ装置４０（図１９）は、リスナの両肩に渡って引っ掛けられること
により電気音響変換部２Ｌをリスナの頭部１００に装着することができ、イヤースピーカ
装置１と同様、自然な音像定位を与えながら充分な低音を含む良好な再生音を当該リスナ
に聴取させ得るようになされている。
【００６５】
　さらに図２０に示すイヤースピーカ装置５０は、所謂ネックバンド型として構成されて
おり、イヤースピーカ装置１（図１～図４）におけるバンド部３に代えて、左右の電気音
響変換部２Ｌ及び２Ｒを接続すると共にリスナの耳介１０１Ｌに掛けるためのバンド部５
１が筐体部４Ｌに取り付けられている。このバンド部５１の中央部５１Ａは、後ろに凸の
略アーチ状に形成され、リスナの後頭部の後ろ側で渡されることを前提としている。
【００６６】
　このイヤースピーカ装置５０（図２０）は、バンド部５１の耳掛部５１ＢＬがリスナの
耳介１０１Ｌに引っ掛けられることにより電気音響変換部２Ｌをリスナの頭部１００に装
着することができ、イヤースピーカ装置１と同様、自然な音像定位を与えながら充分な低
音を含む良好な再生音を当該リスナに聴取させ得るようになされている。
【００６７】
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　さらに図２１に示すイヤースピーカ装置６０は、図２０に示したイヤースピーカ装置５
０における電気音響変換部２Ｌをリスナの耳介１０１よりも後方に位置させると共に、管
状ダクト８Ｌに代えて略Ｌ字状でなる管状ダクト６８Ｌがリスナの耳介１０１Ｌの後方に
位置する筐体部４Ｌから外耳道入口１０２Ｌの近傍まで延長されている。また左右の電気
音響変換部２Ｌ及び２Ｒは、リスナの首の後ろ側で渡されるバンド部６１により接続され
ている。
【００６８】
　このイヤースピーカ装置６０（図２１）は、管状ダクト６８Ｌがリスナの耳介１０１Ｌ
に引っ掛けられることにより電気音響変換部２Ｌをリスナの頭部１００に装着することが
でき、イヤースピーカ装置１と同様、自然な音像定位を与えながら充分な低音を含む良好
な再生音を当該リスナに聴取させ得るようになされている。
【００６９】
　さらに図２２に示すイヤースピーカ装置７０は、電気音響変換部２Ｌに加えて、上述し
た電気音響変換部１２Ｌ（図６）と同様の構成でなる後方電気音響変換部７２Ｌを有して
おり、イヤースピーカ装置１（図１～図４）におけるバンド部３に代わるバンド部７１に
より、電気音響変換部２Ｌを耳介１０１Ｌの前方に位置させると共に、後方電気音響変換
部７２Ｌを当該耳介１０１Ｌの後方に位置させるようになされている。
【００７０】
　因みに、後方電気音響変換部７２Ｌには、４チャンネルや５．１チャンネル等のマルチ
チャンネル音源におけるリアチャンネル用の音声信号が供給されるようになされている。
【００７１】
　このイヤースピーカ装置７０（図２２）は、リスナの頭部１００に装着されることによ
り、電気音響変換部２Ｌ及び後方電気音響変換部７２Ｌを当該リスナの頭部１００に装着
することができ、電気音響変換部２Ｌ及び後方電気音響変換部７２Ｌの間に耳介１０１Ｌ
を挟み込んだ状態で、自然な音像定位を与えながら、充分な低音を含む良好な再生音（サ
ラウンド音）を当該リスナに聴取させ得るようになされている。
【００７２】
　またこの場合、イヤースピーカ装置７０（図２２）では、バンド部７１に加振器７５を
取り付け、例えば５．１チャンネル音源における重低音成分に応じた振動をリスナの頭部
１００に加えるようにしても良い。
【００７３】
　なおイヤースピーカ装置７０（図２２）は、電気音響変換部２Ｌから管状ダクト８Ｌを
リスナの外耳道入口１０２Ｌ近傍まで延長する以外にも、イヤースピーカ装置６０（図２
１）と同様、後方用電気音響変換部７２Ｌから管状ダクトをリスナの外耳道入口１０２Ｌ
近傍まで延長するようにしたり、或いは電気音響変換部２Ｌ及び後方用電気音響変換部７
２Ｌの両方から管状ダクトをリスナの外耳道入口１０２Ｌ近傍まで延長するようにしても
良い。
【００７４】
　さらに図２３に示すイヤースピーカ装置８０は、イヤースピーカ装置１（図１～図４）
におけるバンド部３に代えて、左右の電気音響変換部２Ｌ及び２Ｒを接続すると共にリス
ナの頬よりも前側に位置させるためのバンド部８１が筐体部４Ｌに取り付けられている。
【００７５】
　また筐体部４Ｌには、管状ダクト８Ｌに代えて筐体部４Ｌからリスナの外耳道入口１０
２Ｌ近傍まで延長された管状ダクト８８Ｌが設けられている。なお、管状ダクト８８Ｌは
、再生音における良好な低音を孔部８８ＡＬから放射するべく、その内径や音の経路長等
が適切に計算されている。
【００７６】
　このイヤースピーカ装置８０（図２３）は、リスナの頭部１００に装着されることによ
り、筐体部４Ｌを当該リスナの頬よりも前方に位置させることができる。この場合、スピ
ーカユニット７Ｌから放射された中高音は、当該リスナの頬等において反射されることに
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よりその特性が変化するため、イヤースピーカ装置１の場合と比較して、一般的な据置型
のスピーカから放射された音に一層近づけられることになる。これによりイヤースピーカ
装置８０は、一段と自然な定位感を与え得る再生音をリスナに聴取させることができる。
【００７７】
　このように本発明では、イヤースピーカ装置１のバンド部３（図１～図４）以外にも、
イヤースピーカ装置２０～８０（図１７～図２３）のような種々の方式でなる装着部によ
り、電気音響変換部２Ｌ及び２Ｒをリスナの頭部１００に対して装着させるようにしても
良い。
【００７８】
（１－３）第１の実施の形態における動作及び効果
　以上の構成において、イヤースピーカ装置１は、リスナの頭部１００に装着されること
により、電気音響変換部２Ｌの筐体部４Ｌに設けられたスピーカユニット７Ｌを当該リス
ナの外耳道入口１０２Ｌよりもやや前方に位置させると共に、当該筐体部４Ｌから後方に
延長されバスレフダクトとして作用する管状ダクト８Ｌの先端部分を外耳道入口１０２Ｌ
の近傍に位置させた状態で、所定のアンプから供給される音声信号に基づいた再生音を出
力する。
【００７９】
　このときイヤースピーカ装置１の電気音響変換部２Ｌ（図５）では、スピーカユニット
７Ｌから放射される中高音がリスナの鼓膜１０３Ｌに到達するまでの経路長ＥＭよりも、
管状ダクト８Ｌの孔部８ＡＬから放射される低音が当該鼓膜１０３Ｌに到達するまでの経
路長ＥＬ１を短くなるため、特性曲線ＳＭ（図７）に示したような中高音に対して、特性
曲線ＳＬ１に示したように比較的音圧レベルが高い低音を当該鼓膜１０３Ｌに到達させる
ことができる。
【００８０】
　従ってイヤースピーカ装置１の電気音響変換部２Ｌは、スピーカユニット７Ｌから放射
された中高音を当該リスナの頬や耳介１０１Ｌ等で反射させて鼓膜１０３Ｌに到達させる
ことができるので、一般的なスピーカを介して再生音を聴取する場合と似た特性の再生音
を当該リスナに聴取させることができ、かくして音像が頭外に位置しているような自然な
定位感を与えることができる。
【００８１】
　さらにイヤースピーカ装置１の電気音響変換部２Ｌは、管状ダクト８Ｌがリスナの外耳
道入口１０２Ｌ近傍まで延長されていることにより、特性曲線ＳＧ１（図９）及び特性曲
線ＳＧ１１（図１０）に示したような、低音域まで比較的充分な音圧レベルでなる良好な
再生音をリスナに聴取させることができる。
【００８２】
　この場合、イヤースピーカ装置１の電気音響変換部２Ｌは、管状ダクト８Ｌがリスナの
外耳道入口１０２Ｌ近傍まで延長されているため、一般的なバスレフ型の電気音響変換部
１２Ｌ（図６）において、管状ダクト１８Ｌ及び１９Ｌから出力される特性曲線ＳＬ２（
図７）のような低音と比較して、特性曲線ＳＬ１（図７）のような音圧レベルが大きい低
音をリスナの鼓膜１０３Ｌに到達させることができ、その結果スピーカユニット７Ｌの口
径が比較的小さく外耳道入口１０２Ｌからやや離れていることにより不足しがちな低音を
、十分な音圧レベルでリスナに聴取させることができる。
【００８３】
　さらにイヤースピーカ装置１は、低音の再生音量を上げるのではなく、低音の放射口で
ある管状ダクト８Ｌの孔部８ＡＬを鼓膜１０３Ｌに近づけことによりリスナの鼓膜１０３
Ｌ（図５）に充分な低音を到達させると共に、管状ダクト８Ｌの先端部に生じた振動の低
域成分を皮膚を通してリスナの聴覚（脳）に伝達させているため、例えば大口径のスピー
カやサブウーファー等を用いて低音を再生するような場合と比較して、周囲に漏れる低音
や振動をほぼ皆無にすることができる。
【００８４】
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　従って、例えばリスナが深夜にイヤースピーカ装置１を介して再生音を聴取する場合等
に、近隣や周囲への迷惑を殆ど気にすることなく、充分な低音が含まれる良好な再生音を
堪能することができる。
【００８５】
　また管状ダクト８Ｌは、リスナの外耳道入口１０２Ｌを塞ぐことがないため、再生音と
共に、当該リスナの周囲で発生した周囲音を遮断することなく鼓膜１０３Ｌに到達させて
聴取させることができる。
【００８６】
　これによりイヤースピーカ装置１では、リスナが歩行するときやスポーツを行うときな
ど、リスナが周囲音を聴取する必要がある場合にも、良好な再生音に加えて確実に周囲音
を聴取させることができる。
【００８７】
　またイヤースピーカ装置１は、従来の密閉型ヘッドホンのように、リスナの耳介１０１
Ｌ等を電気音響変換部２Ｌによって覆ってしまうことがないため、密閉型ヘッドホンを装
着したリスナが感じるような閉塞感や蒸れといった不快感を与えることがない。さらにイ
ヤースピーカ装置１では、密閉空間を形成しないため、密閉型ヘッドホンを使用した場合
に生じ得る、外耳道における共振周波数の変化を生じることもなく、リスナに違和感を与
えることもない。
【００８８】
　そのうえイヤースピーカ装置１は、低音の放射口である管状ダクト８Ｌの孔部８ＡＬを
鼓膜１０３Ｌに近づけることによりリスナに十分な音量レベルの低音を聴取させ得るため
、スピーカユニット７Ｌの口径を不必要に大きくする必要が無く、筐体部４Ｌの大きさを
必要最小限に止めることができる。これによりイヤースピーカ装置１では、全体の大きさ
や重量を必要最小限に抑えることができるので、リスナがイヤースピーカ装置１を装着し
た際の大きさや重さによる煩わしさを極力抑えることができる。
【００８９】
　以上の構成によれば、イヤースピーカ装置１は、リスナの頭部１００に装着された際、
電気音響変換部２Ｌのスピーカユニット７Ｌを当該リスナの外耳道入口１０２Ｌよりもや
や前方に位置させると共に、管状ダクト８Ｌの孔部８ＡＬを外耳道入口１０２Ｌの近傍に
位置させた状態で再生音を出力することにより、バスレフダクトとして作用する管状ダク
ト８Ｌの孔部８ＡＬから放射する低音を十分な音圧レベルで鼓膜１０３に到達させること
ができるので、自然な音像定位を与えながら比較的低音域まで充分な音圧レベルでなる良
好な再生音をリスナに聴取させることができる。
【００９０】
（１－４）第１の実施の形態に対する他の実施の形態
　なお上述した第１の実施の形態においては、管状ダクト８Ｌが側面略Ｕ字状に形成され
、孔部８ＡＬを境に２本のバスレフダクトとして機能させるようにした場合について述べ
たが、本発明はこれに限らず、当該管状ダクト８Ｌを１本や３本以上の管状ダクトによっ
て構成するようにしても良い。
【００９１】
　例えば図２４に示すように、イヤースピーカ装置９０の電気音響変換部９２Ｌにおいて
は、筐体部４Ｌからバスレフダクトとして機能する１本の管状ダクト９８Ｌが後方へ延長
されるようにしても良く、さらに当該管状ダクト９８Ｌの先端部にリスナの外耳道入口１
０２Ｌを傷つけないための保護部９９Ｌが取り付けられていても良い。この場合、保護部
９９Ｌは、音を通しやすいスポンジ状の部材等で構成されることにより、周囲音を遮断せ
ずリスナに聴取させることができる。
【００９２】
　また第１の実施の形態においては、金属等の固い材料で形成された管状ダクト８Ｌを用
いるようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、可撓性を有する樹脂等の
柔らかい材料で形成された管状ダクト８Ｌを用いるようにしても良い。
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【００９３】
　さらに第１の実施の形態においては、管状ダクト８Ｌが筐体部４Ｌのバッフル板４ＡＬ
を貫通するように設けられた場合について述べたが、本発明はこれに限らず、当該管状ダ
クト８Ｌが当該筐体部４Ｌにおける他の側面を貫通するよう設けられていても良い。
【００９４】
　さらに第１の実施の形態においては、イヤースピーカ装置１がリスナの頭部１００（図
４）に装着された際、スピーカユニット７Ｌの放音面がほぼ後方向を向くようにした場合
について述べたが、本発明はこれに限らず、例えばスピーカユニット７Ｌの放音面がやや
内側を向くようにしても良く、要は当該スピーカユニット７Ｌの放音面がおおよそ外耳道
入口１０２Ｌの方向に向き、放射する中高音が効率良く鼓膜１０３Ｌへ到達されれば良い
。
【００９５】
　さらに第１の実施の形態においては、イヤースピーカ装置１が左右の電気音響変換部２
Ｌ及び２Ｒを有し、２チャンネルの再生音を出力するようにした場合について述べたが、
本発明はこれに限らず、例えば左側の電気音響変換部２Ｌのみを有し１チャンネルの再生
音を出力するようにしても良い。
【００９６】
　さらに第１の実施の形態においては、筐体部４Ｌに中高音用のスピーカユニット７Ｌを
設けるようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば中音用及び高音
用といった２つのスピーカユニットを１つの筐体部４Ｌに設けて２ウェイスピーカとする
など、複数のスピーカユニットを筐体部４Ｌに設けるようにしても良い。
【００９７】
　さらに第１の実施の形態においては、球体を垂直方向に４等分したような形状でなる筐
体部４Ｌを用いるようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば立方
体状や円柱状等の種々の形状であっても良く、要はバスレフ型スピーカのエンクロージャ
として機能し得るようなほぼ密閉された空間を内部に有していれば良い。
【００９８】
　さらに第１の実施の形態においては、管状ダクト８Ｌ（図５）の内端部８ＢＬの端部に
エッジが残された状態の筐体部４Ｌを用いるようにした場合について述べたが、本発明は
これに限らず、管状ダクト８Ｌの内端部８ＢＬの端部に対してＲ状の丸みが形成された筐
体部４Ｌを用いるようにしても良い。この場合、筐体部４Ｌでは、スピーカユニット７Ｌ
の背面側から押し出される空気がエッジに当って風切り音を発生するようなことがなく、
ノイズのない低音だけを管状ダクト８Ｌの孔部８ＡＬから放射することができる。
【００９９】
　さらに第１の実施の形態においては、筐体部４Ｌ及び４Ｒに対して管状ダクト８Ｌ及び
８Ｒが一体に取り付けられているようにした場合について述べたが、本発明はこれに限ら
ず、取り付け及び取り外し可能な構成としても良い。
【０１００】
　例えば、図５との対応部分に同一符号を付した図２５に示すように、筐体部４Ｌ１では
、当該筐体部４Ｌ１のバッフル板４ＡＬに形成された凹形状のダクト保持部４Ｌ２に対し
、管状ダクト８Ｌ１のダクト勘合部８Ｌ２を嵌め合わせることにより取り付け、またダク
ト保持部４Ｌ２とダクト勘合部８Ｌ２との勘合状態を解消することにより、管状ダクト８
Ｌ１を取り外すことが可能となる。
【０１０１】
　さらに第１の実施の形態においては、孔部８ＡＬから内端部８ＢＬまでのダクト長がそ
れぞれ同じ長さに設定された管状ダクト８Ｌを用いるようにした場合について述べたが、
本発明はこれに限らず、それぞれ異なる長さのダクト長に設定された管状ダクトを用いる
ようにしても良い。
【０１０２】
　例えば、図４との対応部分に同一符号を付した図２６に示すように、孔部８ＡＬから内



(15) JP 4930382 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

端部８ＢＬ１までの長さＬ１と、孔部８ＡＬから内端部８ＢＬ２までの長さＬ２とが異な
る管状ダクト８Ｌ３が設けられた筐体部４Ｌ３では、長さＬ１のダクト部分と、長さＬ２
のダクト部分とでは共振特性の位相ずれが生じ、その結果、孔部８ＡＬから僅かに出力さ
れる中高域の周波数成分を相殺し、管状ダクト８Ｌ３の孔部８ＡＬから中高音が打ち消さ
れた低音だけを放射し得るようになされている。
【０１０３】
　さらに第１の実施の形態においては、バンド部３の弾性力により、筐体部４Ｌ及び４Ｒ
のパッド部５Ｌ及び５Ｒをリスナの頭部に対して当接させた状態で保持するようにした場
合について述べたが、本発明はこれに限らず、耳掛けハンガーをリスナの耳に引っ掛ける
ことによって筐体部４Ｌ及び４Ｒを保持するようにしても良い。この場合、管状ダクト８
Ｌ及び８Ｒの先端を外耳道入口近傍に積極的に押し当て、上述した皮膚伝導作用により、
リスナに対して低音を容易に伝達させることができる。
【０１０４】
　具体的には、図２７及び図２８に示すように、イヤースピーカ装置９００は、オーディ
オ信号を再生音に変換する電気音響変換部９０２Ｌ及び９０２Ｒと、当該電気音響変換部
９０２Ｌ及び９０２Ｒをリスナの頭部に装着して固定させるためのバンド部９０３とによ
り構成されている。
【０１０５】
　電気音響変換部９０２Ｌ及び９０２Ｒは、半球形状でなる筐体部９０４Ｌ及び９０４Ｒ
を有し、筐体部９０４Ｌ及び９０４Ｒの平面部分であるバッフル板９０４ＡＬ及び９０４
ＡＲに対してオーディオ信号を再生音に変換するスピーカユニット９０７Ｌ及び９０７Ｒ
が取り付けられている。
【０１０６】
　また筐体部９０４Ｌ及び９０４Ｒのバッフル板９０４ＡＬ及び９０４ＡＲには、所定の
硬さを有するアルミニウム等の金属又は所定の硬さを有するプラスチックや樹脂等でなり
、所定太さを有する中空の部材が側面略Ｕ字状に曲げられた管状ダクト９０８Ｌ及び９０
８Ｒが取り付けられている。
【０１０７】
　この管状ダクト９０８Ｌ及び９０８Ｒは、その先端部がそれぞれ左右内側方向へ曲げら
れており、さらに先端部のほぼ中央にそれぞれ孔部９０８ＡＬ及び９０８ＡＲがリスナの
外耳道入口とは逆方向へ向けた状態で設けられている。
【０１０８】
　バンド部９０３は、中央部９０３Ａを中心に一般的な人間の頭部の形状に合わせて上に
凸の略アーチ型に形成されていると共に、当該中央部９０３Ａに対して伸縮自在に摺動し
得るアジャスト部９０３ＢＬ及び９０３ＢＲによりバンド部９０３全体の長さを調整し得
るようになされている。
【０１０９】
　またバンド部９０３は、一般的な人間の頭部の形状よりも小さい径のアーチ型に形成さ
れていると共に弾性力を有しており、リスナに装着される際に筐体部９０４Ｌ及び９０４
Ｒを左右に広げながら装着されると、装着後に当該弾性力の作用によって元の形状に戻ろ
うとするため、筐体部９０４Ｌ及び９０４Ｒを当該リスナの耳介前方位置で保持させるよ
うになされている。
【０１１０】
　このときイヤースピーカ装置９００では、左プレート９０９Ｌ及び右プレート９０９Ｒ
をそれぞれ介してバンド部９０３のアジャスト部９０３ＢＬ及び９０３ＢＲに耳掛けハン
ガー９０１Ｌ及び９０１Ｒが取り付けられている。
【０１１１】
　次に、この耳掛けハンガー９０１Ｌ及び９０１Ｒのアジャスト部９０３ＢＬ及び９０３
ＢＲに対する取り付け状態について説明するが、耳掛けハンガー９０１Ｌのアジャスト部
９０３ＢＬに対する取り付け状態と、耳掛けハンガー９０１Ｒのアジャスト部９０３ＢＲ
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に対する取り付け状態とは同様であるため、ここでは便宜上、耳掛けハンガー９０１Ｒの
アジャスト部９０３ＢＲに対する取り付け状態についてのみ説明する。
【０１１２】
　図２９～図３１に示すように、右プレート９０９Ｒがネジ９１３によって筐体部９０４
Ｒに取り付けられると共に、その右プレート９０９Ｒがネジ９１０及び９１１によってア
ジャスト部９０３ＢＲの先端に取り付けられた状態で、アジャスト部９０３ＢＲよりも外
側に位置された右プレート９０９Ｒの先端部に対して、耳介の形状に沿って引っ掛けられ
るように湾曲した形状でなる耳掛けハンガー９０１Ｒがネジ９１２により取り付けられて
いる。
【０１１３】
　従ってイヤースピーカ装置９００は、バンド部９０３のアジャスト部９０３ＢＬ及び９
０３ＢＲに取り付けられている耳掛けハンガー９０１Ｌ及び９０１Ｒをリスナの耳介に引
っ掛けたとき、耳掛けハンガー９０１Ｌ及び９０１Ｒが耳介を保持しようとする作用によ
って、筐体部９０４Ｌ及び９０４Ｒを耳介前方位置で保持させ得ると共に、管状ダクト９
０８Ｌ及び９０８Ｒの先端部を外耳道入口近傍に押し当て続け得るようになされている。
【０１１４】
　これによりイヤースピーカ装置９００は、管状ダクト９０８Ｌ及び９０８Ｒによる上述
した皮膚伝導作用を効果的に発揮させ、当該管状ダクト９０８Ｌ及び９０８Ｒの孔部９０
８ＡＬ及び９０８ＡＲから出力される低音をリスナに対して十分に聴取させ得るようにな
されている。
【０１１５】
　因みに管状ダクト９０８Ｌ及び９０８Ｒは、その先端が略Ｕ字状に形成されているため
、リスナの外耳道入口の近傍に押し当て続けられるものの、外耳道内へ入り込まないよう
になされている。これによりイヤースピーカ装置９００においても、当該リスナがイヤー
スピーカ装置９００の装着時等に、誤って管状ダクト９０８Ｌ及び９０８Ｒにより当該外
耳道内を傷つけてしまうことを未然に防止し得るようになされている。
【０１１６】
　なおイヤースピーカ装置９００では、管状ダクト９０８Ｌ及び９０８Ｒの孔部９０８Ａ
Ｌ及び９０８ＡＲがリスナの外耳道入口とは逆方向へ向けられているが、管状ダクト９０
８Ｌ及び９０８Ｒの孔部９０８ＡＬ及び９０８ＡＲから放射される低音が指向性を持たな
いため、その低音がリスナの外耳道に対して確実に到達し得る一方、孔部９０８ＡＬ及び
９０８ＡＲから僅かに漏れて放射される中高音については、管状ダクト９０８Ｌ及び９０
８Ｒの孔部９０８ＡＬ及び９０８ＡＲが外耳道入口に対して逆方向を向き、かつ中高音が
指向性を有しているため、リスナの外耳道に殆ど到達することがない。
【０１１７】
　従ってイヤースピーカ装置９００では、再生音声の中高音をスピーカユニット９０７Ｌ
及び９０７Ｒから出力してリスナの外耳道入口へ到達させると共に、管状ダクト９０８Ｌ
及び９０８Ｒの孔部９０８ＡＬ及び９０８ＡＲから再生音声の低音だけをリスナの外耳道
入口に到達させる一方、僅かに漏れる中高音についてはリスナの外耳道入口とは逆方向に
向いた孔部９０８ＡＬ及び９０８ＡＲから指向性を持った状態で出力されるので、その漏
れた中高音がリスナの外耳道入口に到達することがなく、主として中高音が作用するリス
ナの音像定位に対して悪影響を与えずに済むようになされている。
【０１１８】
　これによりイヤースピーカ装置９００では、スピーカユニット９０７Ｌ及び９０７Ｒか
ら出力される中高音により自然な音像定位を与えながら、管状ダクト９０８Ｌ及び９０８
Ｒの孔部９０８ＡＬ及び９０８ＡＲを介して充分なレベルの低音を当該リスナに聴取させ
得るようになされている。
【０１１９】
　因みに、孔部９０８ＡＬ及び９０８ＡＲの位置としては、この場所に限られるものでは
なく、リスナの外耳道入口に対して逆方向を向きさえすれば管状ダクト９０８Ｌ及び９０
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８Ｒ上の何れの場所であってもよい。
【０１２０】
　さらに第１の実施の形態においては、筐体部としての筐体部４Ｌ及び４Ｒと、スピーカ
ユニットとしてのスピーカユニット７Ｌ及び７Ｒと、管状ダクトとしての管状ダクト８Ｌ
及び８Ｒとによって電気音響変換器としての電気音響変換部２Ｌ及び２Ｒを構成するよう
にした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、その他種々の構成でなる筐体部と
、スピーカユニットと、管状ダクトとによって電気音響変換器を構成するようにしても良
い。
【０１２１】
　さらに第１の実施の形態においては、筐体部としての筐体部４Ｌ及び４Ｒと、スピーカ
ユニットとしてのスピーカユニット７Ｌ及び７Ｒと、装着部としてのバンド部３と、管状
ダクトとしての管状ダクト８Ｌ及び８Ｒとによってイヤースピーカ装置としてのイヤース
ピーカ装置１を構成する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、その他種々の構
成でなる筐体部と、スピーカユニットと、装着部と、管状ダクトとによってイヤースピー
カ装置を構成するようにしても良い。
【０１２２】
（２）第２の実施の形態
（２－１）イヤースピーカ装置の構成
　図１との対応部分に同一符号を付した図３２及び図３３において、２００は全体として
第２の実施の形態におけるイヤースピーカ装置を示し、ポータブルＣＤプレーヤやＤＭＰ
の再生処理等により生成されたオーディオ信号を再生音に変換し、これをリスナに聴取さ
せるようになされている。
【０１２３】
　このイヤースピーカ装置２００においても、一般的な箱形のスピーカ装置とは異なり、
通常のヘッドホン装置と同様にリスナの頭部に装着されることを前提としており、大きく
分けてオーディオ信号を再生音に変換する電気音響変換部２０２Ｌ及び２０２Ｒと、当該
電気音響変換部２０２Ｌ及び２０２Ｒをリスナの頭部に装着して固定させるためのバンド
部３とにより構成されている。
【０１２４】
　電気音響変換部２０２Ｌ及び２０２Ｒは、全体がほぼ球形状でなる筐体部２０４Ｌ及び
２０４Ｒを中心に構成されており、その筐体部２０４Ｌ及び２０４Ｒには、それぞれ内部
にスピーカユニット２０７Ｌ及び２０７Ｒが設けられている。
【０１２５】
　筐体部２０４Ｌ（図３３）は、スピーカユニット２０７Ｌを境に、前方向側に位置する
半球状部２０４ＬＡと、後方向側に位置するカバー部２０４ＬＢとに分けられており、半
球状部２０４ＬＡのバッフル板２０４ＡＬには、オーディオ信号を再生音に変換するスピ
ーカユニット２０７Ｌが取り付けられている。
【０１２６】
　このスピーカユニット２０７Ｌは、ポータブルＣＤプレーヤやＤＭＰ等から接続ケーブ
ル６を介して供給されるオーディオ信号に応じて、振動板を振動させることにより主に中
高音を放音するようになされている。
【０１２７】
　カバー部２０４ＬＢ（図３３）は、内部に空間を有する半球形状でなり、バッフル板２
０４ＡＬの前方空間を覆い隠すと共に、その表面のほぼ中央に対して、所定の硬さを有す
るアルミニウム等の金属又は所定の硬さを有するプラスチックや樹脂等でなり、所定太さ
を有する中空の部材が側面略Ｕ字状に曲げられた管状ダクト２０８Ｌが取り付けられてい
る。
【０１２８】
　この管状ダクト２０８Ｌ及び２０８Ｒ（図３２）は、外端部がそれぞれ左右内側方向に
曲げられており、さらに外端部のほぼ中央にそれぞれ孔部２０８ＡＬ及び２０８ＡＲが形
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成されている。
【０１２９】
　バンド部３は、中央部３Ａを中心に一般的な人間の頭部の形状に合わせて上に凸の略ア
ーチ型に形成されていると共に、当該中央部３Ａに対して伸縮自在に摺動し得るアジャス
ト部３ＢＬ及び３ＢＲにより当該バンド部３全体の長さを調整し得るようになされている
。
【０１３０】
　またバンド部３は、一般的な人間の頭部の形状よりも小さい径のアーチ型に形成される
と共に弾性力を有しており、リスナに装着される際に筐体部２０４Ｌ及び２０４Ｒを左右
に広げながら装着されると、装着後に当該弾性力の作用によって元の形状に戻ろうとする
ため、筐体部２０４Ｌ及び２０４Ｒを当該リスナの頭部に対して当接させた状態で保持さ
せるようになされている。
【０１３１】
　なお、イヤースピーカ装置２００は、ほぼ左右対称に構成されているため、以下では主
に左側の電気音響変換部２０２Ｌを例に説明する。
【０１３２】
　実際上、イヤースピーカ装置２００（図３３）は、バンド部３における長さが調整され
た上でリスナの頭部１００に装着されることにより、アジャスト部３ＢＬの下端側に取り
付けられた電気音響変換部２０２Ｌをリスナの頭部における耳介１０１Ｌよりもやや前方
に位置させるようになされている。
【０１３３】
　これによりイヤースピーカ装置２００では、バンド部３を介してリスナに対し正常に装
着された場合、筐体部２０４Ｌのスピーカユニット２０７Ｌが耳介１０１Ｌ及び外耳道入
口１０２Ｌのやや前方に位置し、カバー部２０４ＬＢの管状ダクト２０８Ｌの孔部２０８
ＡＬが外耳道入口１０２Ｌの近傍に位置するようになされている。
【０１３４】
　従ってイヤースピーカ装置２００は、スピーカユニット２０７Ｌから放射された主に中
高音をカバー部２０４ＬＢ及び管状ダクト２０８Ｌを介して、直接リスナの外耳道内部へ
到達させることができるため、一般的な据置型スピーカを介して聴取した場合よりも中高
音の音漏れがない状態で自然な音像定位を与え得るようになされている。
【０１３５】
　因みに管状ダクト２０８Ｌは、その先端部が側面略Ｕ字状に形成されているため、リス
ナの外耳道入口１０２Ｌに当接されるものの外耳道内へ入り込まないようになされている
。これによりイヤースピーカ装置２００では、当該リスナが装着時等に誤って管状ダクト
２０８Ｌの先端部により当該外耳道内部を傷つけてしまうことを未然に防止し得るように
なされている。
【０１３６】
　ここで、図３３におけるＱ３－Ｑ４断面を図３４に示すように、電気音響変換部２０２
Ｌの筐体部２０４Ｌはスピーカユニット２０７Ｌの前面空間が管状ダクト２０８Ｌの孔部
２０８ＡＬを除き密閉されており、スピーカユニット２０７Ｌに対してカバー部２０４Ｌ
Ｂ及び当該管状ダクト２０８Ｌにより共振回路を形成するようになされている。
【０１３７】
　また管状ダクト２０８Ｌは、筐体部２０４Ｌの内部から筐体部２０４Ｌのカバー部２０
４ＬＢを介してリスナの外耳道入口１０２Ｌの近傍に到達している。実際上、電気音響変
換部２０２Ｌは、スピーカユニット２０７Ｌの前面から放射される主に中高音を、カバー
部２０４ＬＢ及び管状ダクト２０８Ｌを介して集め、当該管状ダクト２０８Ｌの孔部２０
８ＡＬからリスナの鼓膜１０３へダイレクトに到達させることにより、音漏れの少ない状
態で充分な音声レベルの中高音をリスナに聴取させ得るようになされている。
【０１３８】
　なお管状ダクト２０８Ｌは、側面略Ｕ字状に形成されたことにより、１本の管状ダクト
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とした場合に比べてその有効長を短く設定し得ると共に、デザイン性及び安全性を大きく
向上させ得るようになされている。
【０１３９】
　ところで電気音響変換部２０２Ｌは、図３２及び図３３に示したように、リスナの外耳
道入口１０２Ｌの近傍に管状ダクト２０８Ｌの先端部を当接させるものの、当該外耳道入
口１０２Ｌを完全には閉塞しない。
【０１４０】
　このため電気音響変換部２０２Ｌは、スピーカユニット２０７Ｌから管状ダクト２０８
Ｌの孔部２０８ＡＬを介して放射する再生音に加えて、リスナの周囲で発生した音（以下
これを周囲音と呼ぶ）を遮断することなく当該リスナの鼓膜１０３Ｌ（図３４）まで到達
させ聴取させ得るようになされている。
【０１４１】
　なお電気音響変換部２０２Ｌでは、所定の硬さを有するアルミニウム等の金属又は所定
の硬さを有するプラスチックや樹脂等によって管状ダクト２０８Ｌを形成し、その管状ダ
クト２０８Ｌの先端部が外耳道入口１０２Ｌの近傍で当接されていることにより、管状ダ
クト２０８Ｌの先端部に生じた低域の振動成分を、主に皮膚を介した伝導によってリスナ
の鼓膜１０３Ｌにまで到達させて聴取させ得るようになされている。
【０１４２】
　特に低音感は、管状ダクト２０８Ｌが外耳道入口１０２Ｌの近傍で当接されているため
、管状ダクト２０８Ｌの先端部に生じた低域の振動によって人間の皮膚が震え、それが皮
膚の神経から脳へ伝わることによりユーザに体感されるものである。
【０１４３】
　このことは、図１１に示したように、管状ダクト２０８Ｌの先端部分における上下方向
（太矢印）の振巾量を測定した結果に表れている。図１２に示したように、アルミニウム
等の硬い金属でなる管状ダクト２０８Ｌの先端部分に生じる上下方向（太矢印）の振動す
なわち上下方向の振巾量としては、特に約１００［Ｈｚ］以下で非常に大きいことが分か
る。
【０１４４】
　また図１３に示したように、管状ダクト２０８Ｌの先端部分における前後方向（太矢印
）の振巾量を測定した結果、図１４に示したように、アルミニウム等の硬い金属でなる管
状ダクト２０８Ｌの先端部分に生じる前後方向の振動すなわち前後方向の振巾量としても
、特に約１００［Ｈｚ］以下で非常に大きいことが分かる。
【０１４５】
　さらに、図１５に示したように、管状ダクト２０８Ｌの先端部分における左右方向（太
矢印）の振巾量を測定した結果、図１６に示したように、アルミニウム等の硬い金属でな
る管状ダクト８Ｌの先端部分に生じる左右方向の振動すなわち左右方向の振巾量としても
、特に約１００［Ｈｚ］以下で非常に大きいことが分かる。
【０１４６】
　このようにイヤースピーカ装置２００では、管状ダクト８Ｌの先端部分に対して上下方
向、前後方向及び左右方向への振動が大きく発生し、これがリスナの皮膚を介した伝導に
よってリスナの鼓膜１０３Ｌにまで到達することになるため、中高音だけでなくある程度
の低音についてもリスナに聴取させ得るようになされている。
【０１４７】
　このようにイヤースピーカ装置２００は、リスナの頭部１００に装着された際、スピー
カユニット２０７Ｌをリスナの外耳道入口１０２Ｌからやや離れた場所に位置させ、その
スピーカユニット２０７Ｌからの中高音を管状ダクト２０８Ｌを介して放射すると共に、
筐体部２０４Ｌから当該外耳道入口１０２Ｌの近傍まで延長された管状ダクト２０８Ｌの
先端部に生じた低域の振動成分を主に皮膚を介した伝導によってリスナの鼓膜１０３Ｌに
まで到達させることにより、自然な音像定位を与えながらある程度の低音を含む良好な再
生音を当該リスナに聴取させ得るようになされている。
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【０１４８】
（２－２）他のイヤースピーカ装置の構成例
　ところで、第２の実施の形態におけるイヤースピーカ装置２００は、図３２～図３４に
示したように、装着部としてのバンド部３により電気音響変換部２０２Ｌ及び２０２Ｒを
リスナの頭部１００に装着するようになされているが、このバンド部３に代えて他の種々
の装着部を用いることにより電気音響変換部２０２Ｌ及び２０２Ｒをリスナの頭部１００
に装着するようにしても良い。
【０１４９】
　なお、以下では、上述したイヤースピーカ装置２００の場合と同様、主に左側の電気音
響変換部２０２Ｌを例に説明するが、右側の電気音響変換部２０２Ｒについても、当該左
側の電気音響変換部２０２Ｌと左右対称に構成されているものとする。
【０１５０】
　例えば図１７との対応部分に同一符号を付した図３５に示すように、リスナの耳介１０
１Ｌに引っ掛けるためのイヤークリップ２１Ｌが、第２の実施の形態におけるイヤースピ
ーカ装置２００（図３２～図３４）のバンド部３に代えて、電気音響変換部２０２Ｌの筐
体部２０４Ｌに取り付けられた所謂イヤークリップ型のイヤースピーカ装置２２０が考え
られる。
【０１５１】
　この場合のイヤースピーカ装置２２０（図３５）においても、スピーカユニット２０７
Ｌから放射された主に中高音を、カバー部２０４ＬＢ及び管状ダクト２０８Ｌを介して直
接リスナの外耳道内部へ到達させることができるため、一般的な据置型スピーカを介して
聴取した場合よりも中高音の音漏れがない状態で自然な音像定位を与え得るようになされ
ている。
【０１５２】
　また図１８との対応部分に同一符号を付した図３６に示すように、第２の実施の形態に
おけるイヤースピーカ装置２００（図３２～図３４）の左右の電気音響変換部２０２Ｌ及
び２０２Ｒを接続すると共にリスナの耳介１０１Ｌに引っ掛けるためのバンド部３１が、
当該イヤースピーカ装置２００のバンド部３に代えて電気音響変換部２０２Ｌの筐体部２
０４Ｌに取り付けられた所謂アンダーチン型のイヤースピーカ装置２３０が考えられる。
【０１５３】
　この場合のイヤースピーカ装置２３０（図３６）においても、スピーカユニット２０７
Ｌから放射された主に中高音をカバー部２０４ＬＢ及び管状ダクト２０８Ｌを介して、直
接リスナの外耳道内部へ到達させることができるため、一般的な据置型スピーカを介して
聴取した場合よりも中高音の音漏れがない状態で自然な音像定位を与え得るようになされ
ている。
【０１５４】
　さらに図１９との対応部分に同一符号を付した図３７に示すように、第２の実施の形態
におけるイヤースピーカ装置２００（図３２～図３４）の左右の電気音響変換部２０２Ｌ
及び２０２Ｒを接続すると共にリスナの肩部から支持するショルダーアーム４１が、当該
イヤースピーカ装置２００のバンド部３に代えて電気音響変換部２０２Ｌの筐体部２０４
Ｌに取り付けられた所謂ショルダーホールド型のイヤースピーカ装置２４０が考えられる
。
【０１５５】
　この場合のイヤースピーカ装置２４０（図３７）においても、スピーカユニット２０７
Ｌから放射された主に中高音をカバー部２０４ＬＢ及び管状ダクト２０８Ｌを介して、直
接リスナの外耳道内部へ到達させることができるため、一般的な据置型スピーカを介して
聴取した場合よりも中高音の音漏れがない状態で自然な音像定位を与え得るようになされ
ている。
【０１５６】
　さらに図２０との対応部分に同一符号を付した図３８に示すように、第２の実施の形態
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におけるイヤースピーカ装置２００（図３２～図３４）の左右の電気音響変換部２０２Ｌ
及び２０２Ｒを接続すると共にリスナの耳介１０１Ｌに引っ掛けるためのバンド部５１が
、当該イヤースピーカ装置２００のバンド部３に換えて筐体部２０４Ｌに取り付けられた
所謂ネックバンド型のイヤースピーカ装置２５０が考えられる。
【０１５７】
　この場合のイヤースピーカ装置２５０（図３８）においても、スピーカユニット２０７
Ｌから放射された主に中高音をカバー部２０４ＬＢ及び管状ダクト２０８Ｌを介して、直
接リスナの外耳道内部へ到達させることができるため、一般的な据置型スピーカを介して
聴取した場合よりも中高音の音漏れがない状態で自然な音像定位を与え得るようになされ
ている。
【０１５８】
　さらに図２１との対応部分に同一符号を付した図３９に示すように、第２の実施の形態
におけるイヤースピーカ装置２００（図３２～図３４）の電気音響変換部２０２Ｌをリス
ナの耳介１０１よりも後方に位置させると共に、管状ダクト２０８Ｌに代えて略Ｌ字状で
なる管状ダクト２６１Ｌがリスナの耳介１０１Ｌの後方に位置する筐体部２０４Ｌから外
耳道入口１０２Ｌの近傍まで延長された構成のイヤースピーカ装置２６０が考えられる。
【０１５９】
　この場合のイヤースピーカ装置２６０（図３９）においても、スピーカユニット２０７
Ｌから放射された主に中高音をカバー部２０４ＬＢ及び管状ダクト２６１Ｌを介して、直
接リスナの外耳道内部へ到達させることができるため、一般的な据置型スピーカを介して
聴取した場合よりも中高音の音漏れがない状態で自然な音像定位を与え得るようになされ
ている。
【０１６０】
　さらに図２２との対応部分に同一符号を付した図４０に示すように、第２の実施の形態
におけるイヤースピーカ装置２００（図３２～図３４）の電気音響変換部２０２Ｌに加え
て、当該電気音響変換部２０２Ｌと同様の構成でなる後方電気音響変換部２７２Ｌを有し
ており、イヤースピーカ装置２００（図３２～図３４）におけるバンド部３に代わるバン
ド部７１により、電気音響変換部２０２Ｌを耳介１０１Ｌの前方に位置させると共に、後
方電気音響変換部２７２Ｌを当該耳介１０１Ｌの後方に位置させるようになされている。
【０１６１】
　因みに、後方電気音響変換部２７２Ｌには、４チャンネルや５．１チャンネル等のマル
チチャンネル音源におけるリアチャンネル用の音声信号が供給されるようになされている
。
【０１６２】
　このイヤースピーカ装置２７０（図４０）は、リスナの頭部１００に装着されることに
より、電気音響変換部２０２Ｌ及び後方電気音響変換部２７２Ｌを当該リスナの頭部１０
０に装着することができ、電気音響変換部２０２Ｌ及び後方電気音響変換部２７２Ｌによ
り耳介１０１Ｌを挟み込んだ状態で自然な音像定位を与えながら、サラウンド音でなり充
分な低音を含む良好な再生音を当該リスナに聴取させ得るようになされている。
【０１６３】
　またこの場合、イヤースピーカ装置２７０（図４０）では、バンド部７１に対して加振
器７５を取り付け、例えば５．１チャンネル音源における重低音成分に応じた振動をリス
ナの頭部１００に加えるようにしても良い。
【０１６４】
　なおイヤースピーカ装置２７０（図４０）は、電気音響変換部２０２Ｌから管状ダクト
２０８Ｌをリスナの外耳道入口１０２Ｌ近傍まで延長する以外にも、イヤースピーカ装置
２６０（図３９）と同様、後方用電気音響変換部２７２Ｌから管状ダクトをリスナの外耳
道入口１０２Ｌ近傍まで延長するようにしたり、或いは電気音響変換部２０２Ｌ及び後方
用電気音響変換部２７２Ｌの両方から管状ダクトをリスナの外耳道入口１０２Ｌ近傍まで
延長するようにしても良い。
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【０１６５】
　さらに図２３との対応部分に同一符号を付した図４１に示すように、第２の実施の形態
におけるイヤースピーカ装置２００（図３２～図３４）の電気音響変換部２０２Ｌをリス
ナの頬よりも前側に位置させるバンド部８１が筐体部２０４Ｌに取り付けられたイヤース
ピーカ装置２８０が考えられる。
【０１６６】
　また筐体部２０４Ｌには、管状ダクト２０８Ｌに代えて筐体部２０４Ｌからリスナの外
耳道入口１０２Ｌ近傍まで延長された管状ダクト２８１Ｌが設けられている。なお、管状
ダクト２８１Ｌは、再生音における良好な低音を孔部２８１ＡＬから放射するべく、その
内径や音の経路長等が適切に計算されている。
【０１６７】
　このイヤースピーカ装置２８０（図４１）は、リスナの頭部１００に装着されることに
より、筐体部２０４Ｌを当該リスナの頬よりも前方に位置させることができる。この場合
、スピーカユニット２０７Ｌから放射された中高音は、当該リスナの頬等において反射さ
れることによりその特性が変化するため、イヤースピーカ装置２００の場合と比較して、
一般的な据置型のスピーカから放射された音に一層近づけられることになる。これにより
イヤースピーカ装置２８０は、一段と自然な定位感を与え得る再生音をリスナに聴取させ
ることができる。
【０１６８】
　このように本発明では、イヤースピーカ装置２００のバンド部３（図３２～図３４）以
外にも、イヤースピーカ装置２２０～２８０（図３５～図４１）のような種々の方式でな
る装着部により、電気音響変換部２０２Ｌ及び２０２Ｒをリスナの頭部１００に対して装
着させるようにしても良い。
【０１６９】
（２－３）第２の実施の形態における動作及び効果
　以上の構成において、イヤースピーカ装置２００は、リスナの頭部１００に装着される
ことにより、電気音響変換部２０２Ｌの筐体部２０４Ｌに設けられたスピーカユニット２
０７Ｌから主に放射される中高音をカバー部２０４ＬＢから管状ダクト２０８Ｌを介して
集め、外耳道入口１０２Ｌの近傍に位置した管状ダクト２０８Ｌの孔部２０８ＡＬから当
該中高音を出力させる。
【０１７０】
　従ってイヤースピーカ装置２００の電気音響変換部２０２Ｌは、スピーカユニット２０
７Ｌから放射された中高音を、管状ダクト２０８Ｌの孔部２０８ＡＬからのみ鼓膜１０３
Ｌに直接到達させることができるので、一般的なスピーカを介してリスナに聴取させる場
合と似た特性の再生音を音漏れなしに聴取させ得ると共に、音像が頭外に位置しているよ
うな自然な定位感を与えることもできる。
【０１７１】
　またイヤースピーカ装置２００は、管状ダクト２０８Ｌの孔部２０８ＡＬを外耳道入口
１０２Ｌの近傍に位置させるだけであって、密閉型のヘッドホンのように外耳道入口１０
２Ｌを塞いでしまうことがないため、管状ダクト２０８Ｌの孔部２０８ＡＬから出力され
る再生音だけでなく、周囲音についても遮断されることなく鼓膜１０３に届かせることが
でき、かくして管状ダクト２０８Ｌを介して再生音を聴取させながら外部の周囲音につい
ても聴取させることができる。
【０１７２】
　これによりイヤースピーカ装置２００では、リスナが歩行するときやスポーツを行うと
きなど、リスナが周囲音について聴取する必要がある場合にも、管状ダクト２０８Ｌの孔
部２０８ＡＬから出力される再生音に加えて周囲音についても確実に聴取させることがで
きる。
【０１７３】
　またイヤースピーカ装置２００は、リスナの耳介１０１Ｌ等を電気音響変換部２０２Ｌ



(23) JP 4930382 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

によって覆ってしまうことがないため、一般的なヘッドホンを装着したリスナが感じるよ
うな閉塞感や蒸れといった不快感を与えることがない。さらにイヤースピーカ装置２００
では、密閉空間を形成しないため、密閉型ヘッドホンを使用した場合に生じ得る、外耳道
における共振周波数の変化を生じることもなくリスナに違和感を与えることもない。
【０１７４】
　そのうえイヤースピーカ装置２００は、再生音の放射口である管状ダクト２０８Ｌの孔
部２０８ＡＬを鼓膜１０３Ｌに近づけることによりリスナに十分な音量レベルの中高音を
聴取させ得ると共に管状ダクト２０８Ｌの先端部に生じた低域の振動によりある程度の低
音をも当該リスナに聴取させ得るため、スピーカユニット２０７Ｌの口径を不必要に大き
くする必要が無く、筐体部２０４Ｌの大きさを必要最小限に止めることができる。
【０１７５】
　これによりイヤースピーカ装置２００では、全体の大きさや重量を必要最小限に抑える
ことができるので、リスナがイヤースピーカ装置２００を装着した際の大きさや重さによ
る煩わしさを極力抑えることができる。
【０１７６】
　以上の構成によれば、イヤースピーカ装置２００は、リスナの頭部１００に装着された
際、電気音響変換部２０２Ｌのスピーカユニット２０７Ｌを当該リスナの外耳道入口１０
２Ｌよりもやや前方に位置させると共に、スピーカユニット２０７Ｌから主に放射される
中高音をカバー部２０４ＬＢから管状ダクト２０８Ｌを介して外部に漏れることなく集め
、外耳道入口１０２Ｌの近傍に位置した管状ダクト２０８Ｌの孔部２０８ＡＬから音声信
号に基づいた再生音を出力することにより、管状ダクト２０８Ｌの孔部２０８ＡＬから放
射する中高音を十分な音圧レベルで鼓膜１０３に到達させることができるので、自然な音
像定位を与えながら充分な音圧レベルでなる良好な再生音をリスナに聴取させることがで
きる。
【０１７７】
（２－４）第２の実施の形態に対する他の実施の形態
　なお上述した第２の実施の形態においては、管状ダクト２０８Ｌが側面略Ｕ字状に形成
され、孔部８ＡＲを境に２本の管状ダクトによって構成するようにした場合について述べ
たが、本発明はこれに限らず、当該管状ダクト２０８Ｌを１本や３本以上の管状ダクトに
よって構成するようにしても良い。
【０１７８】
　例えば図４２に示すように、イヤースピーカ装置２９０の電気音響変換部２９２Ｌにお
いては、筐体部２０４Ｌにおけるカバー部２０４ＬＢの表面から１本の管状ダクト２９８
Ｌが後方へ延長されるようにしても良く、さらに当該管状ダクト２９８Ｌの後側先端部に
リスナの外耳道入口１０２Ｌを傷つけないための保護部２９９Ｌが取り付けられていても
良い。この場合、保護部２９９Ｌは、音を通しやすいスポンジ状の部材等で構成されるこ
とにより、周囲音を遮断させることなくリスナに聴取させることができる。
【０１７９】
　また第２の実施の形態においては、金属等の固い材料で形成された管状ダクト２０８Ｌ
を用いるようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、可撓性を有する樹脂
等の柔らかい材料で形成された管状ダクト２０８Ｌを用いるようにしても良い。この場合
、当該管状ダクト２０８Ｌの材料の違いを考慮した上で内径や経路長が設計されることが
望ましい。
【０１８０】
　さらに第２の実施の形態においては、イヤースピーカ装置２００がリスナの頭部１００
（図３３）に装着された際、スピーカユニット２０７Ｌの放音面がほぼ後方向を向くよう
にした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えばスピーカユニット２０７Ｌ
の放音面がやや内側を向くようにしても良く、要は当該スピーカユニット２０７Ｌの放音
面がおおよそ外耳道入口１０２Ｌの方向に向き、放射する中高音が効率良く鼓膜１０３Ｌ
へ到達されれば良い。



(24) JP 4930382 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

【０１８１】
　さらに第２の実施の形態においては、イヤースピーカ装置２００が左右の電気音響変換
部２０２Ｌ及び２０２Ｒを有し、２チャンネルの再生音を出力するようにした場合につい
て述べたが、本発明はこれに限らず、例えば左側の電気音響変換部２０２Ｌのみを有し１
チャンネルの再生音を出力するようにしても良い。
【０１８２】
　さらに第２の実施の形態においては、筐体部２０４Ｌに中高音用のスピーカユニット２
０７Ｌを設けるようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば中音用
及び高音用といった２つのスピーカユニットを１つの筐体部２０４Ｌに設けて２ウェイス
ピーカとするなど、複数のスピーカユニットを筐体部２０４Ｌに設けるようにしても良い
。
【０１８３】
　さらに第２の実施の形態においては、半球形状のカバー部２０４ＬＢを用いるようにし
た場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば四角錐や三角錐等の形状であっ
ても良く、要はスピーカユニット２０７Ｌから出力された中高音を集められ、かつ外部に
漏れない構造であれば良い。
【０１８４】
　さらに第２の実施の形態においては、スピーカユニット２０７Ｌの後方を閉塞した構造
の半球状部２０４ＬＡが設けられた筐体部２０４Ｌを用いるようにした場合について述べ
たが、本発明はこれに限らず、図４３に示すように、スピーカユニット２０７Ｌの後方に
貫通孔３０５～３０８が形成されると共に、その貫通孔３０５～３０８を内側から塞ぐよ
うなスポンジ等でなる音響抵抗体３０９が取り付けられた半球状部３０４ＬＡを有する筐
体部３０４Ｌを用いるようにしても良い。
【０１８５】
　この場合の筐体部３０４Ｌ（図４３）では、スピーカユニット２０７Ｌの後方側が貫通
孔３０５～３０８によって開放されたことによって当該スピーカユニット２０７Ｌの振動
板がオーディオ信号に対して追従し易くなると共に、貫通孔３０５～３０８が形成された
ことによる音質の低下を音響抵抗体３０９によって防ぐことができるので、高音質な中高
音を管状ダクト２０８Ｌの孔部２０８ＡＬから放射することができる。
【０１８６】
　因みに、筐体部３０４Ｌ（図４３）では、音響抵抗体３０９が必ずしもなければならな
い訳ではなく、必要に応じて音響抵抗体３０９を取り付け、またその長さ及び厚さを変更
したものを取り付けることにより音質を調整することが可能である。
【０１８７】
　さらに第２の実施の形態においては、スピーカユニット２０７Ｌの後方を閉塞した構造
の半球状部２０４ＬＡが設けられた筐体部２０４Ｌを用いるようにした場合について述べ
たが、本発明はこれに限らず、図４４に示すように、スピーカユニット２０７Ｌの前方に
貫通孔４０５～４０８が形成されると共に、その貫通孔４０５～４０８を内側から塞ぐよ
うなスポンジ等でなる音響抵抗体４０９及び４１０が取り付けられたカバー部４０４ＬＢ
を有する筐体部４０４Ｌを用いるようにしても良い。
【０１８８】
　この場合の筐体部４０４Ｌ（図４４）では、スピーカユニット２０７Ｌの前方側が貫通
孔４０５～４０８によって開放されたことによって当該スピーカユニット２０７Ｌの振動
板がオーディオ信号に対して追従し易くなると共に、貫通孔４０５～４０８が形成された
ことによる音質の低下を音響抵抗体４０９及び４１０によって防ぐことができるので、高
音質な中高音を管状ダクト２０８Ｌの孔部２０８ＡＬから放射することができる。
【０１８９】
　因みに、筐体部４０４Ｌ（図４４）においても、音響抵抗体４０９及び４１０が必ずし
もなければならない訳ではなく、必要に応じて音響抵抗体４０９及び４１０を取り付け、
またその長さ及び厚さを変更したものを取り付けることにより音質を調整することが可能
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である。
【０１９０】
　さらに第２の実施の形態においては、カバー部２０４ＬＢの表面に管状ダクト２０８Ｌ
が設けられた筐体部２０４Ｌを用いるようにした場合について述べたが、本発明はこれに
限らず、図４５に示すように半球状部５０４ＬＡの表面に管状ダクト５０８Ｌが一体に設
けられた筐体部５０４Ｌを用いるようにしても良い。
【０１９１】
　この場合、筐体部５０４Ｌ（図４５）は所謂ケルトン型のスピーカ装置と同様の構造を
有することになり、スピーカユニット２０７Ｌの前方の空間に中高音を閉じ込める一方、
スピーカユニット２０７Ｌの後方から所定の周波数帯域の低音だけを、管状ダクト５０８
Ｌの孔部５０８ＡＬを介して放射させることができる。
【０１９２】
　因みに、筐体部５０４Ｌ（図４５）の構造としては、これに限るものではなく、スピー
カユニット２０７Ｌの後方を半球状部によって閉塞し、カバー部２０４ＬＢの表面の何れ
かに管状ダクトを設けることによりケルトン型とすることも考えられる。
【０１９３】
　さらに第２の実施の形態においては、カバー部２０４ＬＢの表面に管状ダクト２０８Ｌ
が一体化した状態で形成された筐体部２０４Ｌを用いるようにした場合について述べたが
、本発明はこれに限らず、図４６に示すようにカバー部６０４ＬＢに形成された勘合部６
０４ＬＢＳと、管状ダクト６０８Ｌの一方に形成された保持部６０８ＬＳとを相互に勘合
することにより、当該管状ダクト６０８Ｌがカバー部６０４ＬＢに対して着脱自在に設け
られた構成の筐体部６０４Ｌを用いるようにしても良い。
【０１９４】
　これにより筐体部６０４Ｌ（図４６）では、リスナにとって必要なときにのみ管状ダク
ト６０８Ｌが取り付けられた状態で使用され、リスナにとって不必要なときには管状ダク
ト６０８Ｌが取り外された状態で使用されるようになるため、リスナの使い勝手を大幅に
向上させることができる。
【０１９５】
　さらに第２の実施の形態においては、カバー部２０４ＬＢの内側であって、管状ダクト
２０８Ｌの付け根部分にエッジが残った状態の筐体部２０４Ｌ（図３４）を用いるように
した場合について述べたが、本発明はこれに限らず、図４７に示すようにカバー部７０４
ＬＢの内側であって、管状ダクト７０８Ｌの付け根部分にＲ状のラウンド部７１１が形成
された筐体部７０４Ｌを用いるようにしても良い。
【０１９６】
　この筐体部７０４Ｌでは、スピーカユニット２０７Ｌの前面側から押し出される空気が
エッジに当って風切り音を発生するようなことがなく、高音質な中高音だけを管状ダクト
７０８Ｌの孔部７０８ＡＬから放射することができる。
【０１９７】
　さらに第２の実施の形態においては、カバー部２０４ＬＢの表面に管状ダクト２０８Ｌ
が一体化した状態で形成された筐体部２０４Ｌを用いるようにした場合について述べたが
、本発明はこれに限らず、カバー部２０４ＬＢと管状ダクト２０８Ｌとを区別することな
く、スピーカユニット２０７Ｌの前面側を包み込むような形状で先端に行くに連れて細い
管状に形成された管状ダクトがバッフル板２０４ＡＬに取り付けられた構造の筐体部を用
いるようにしても良い。
【０１９８】
　さらに第２の実施の形態においては、孔部２０８ＡＬを中心としたカバー部２０４ＬＢ
の表面までのダクト長がそれぞれ同じ長さに設定された管状ダクト２０８Ｌを用いるよう
にした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、それぞれ異なる長さのダクト長に
設定された管状ダクトを用いるようにしても良い。
【０１９９】
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　例えば、図２６との対応部分に同一符号を付した図４８に示すように、孔部８０８ＡＬ
から内端部８０８ＢＬ１までの長さＬ３と、孔部８０８ＡＬから内端部８０８ＢＬ２まで
の長さＬ４とが異なる管状ダクト８０８Ｌが設けられた筐体部８０４Ｌでは、長さＬ３の
ダクト部分と、長さＬ４のダクト部分とでは互いに共振特性の位相ずれが生じ、その結果
、孔部８０８ＡＬから僅かに出力される中高域の周波数成分を相殺し、管状ダクト２０８
Ｌ２の孔部８０８ＡＬから中高音が打ち消された低音だけを放射し得るようになされてい
る。
【０２００】
　さらに第２の実施の形態においては、筐体部としての筐体部２０４Ｌ及び２０４Ｒと、
スピーカユニットとしてのスピーカユニット２０７Ｌ及び２０７Ｒと、管状ダクトとして
の管状ダクト２０８Ｌ及び２０８Ｒとによって電気音響変換器としての電気音響変換部２
０２Ｌ及び２０２Ｒを構成するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず
、その他種々の構成でなる筐体部と、スピーカユニットと、管状ダクトとによって電気音
響変換器を構成するようにしても良い。
【０２０１】
　さらに第２の実施の形態においては、筐体部としての筐体部２０４Ｌ及び２０４Ｒと、
スピーカユニットとしてのスピーカユニット２０７Ｌ及び２０７Ｒと、装着部としてのバ
ンド部３と、管状ダクトとしての管状ダクト２０８Ｌ及び２０８Ｒとによってイヤースピ
ーカ装置としてのイヤースピーカ装置１を構成する場合について述べたが、本発明はこれ
に限らず、その他種々の構成でなる筐体部と、スピーカユニットと、装着部と、管状ダク
トとによってイヤースピーカ装置を構成するようにしても良い。
【産業上の利用可能性】
【０２０２】
　本発明は、バスレフ型のスピーカ以外にも、バックロードホーン型等の他、種々のダク
トを有するスピーカ装置をリスナの頭部に装着させる種々のイヤースピーカ装置でも利用
できる。
【符号の説明】
【０２０３】
　１、２０、３０、４０、５０、６０、７０、８０、９０、２００、２２０、２３０、２
４０、２５０、２６０、２７０、２８０、２９０、９００……イヤースピーカ装置、２Ｌ
、２Ｒ、７２Ｌ、９２Ｌ、２０２Ｌ、２０２Ｒ、９０２Ｌ、９０２Ｒ……電気音響変換部
、３、３１、５１、６１、７１、８１……バンド部、４Ｌ、４Ｌ１、４Ｌ３、４Ｒ、２０
４Ｌ、２０４Ｒ、３０４Ｌ、４０４Ｌ、５０４Ｌ、６０４Ｌ、７０４Ｌ、８０４Ｌ、９０
４Ｌ、９０４Ｒ……筐体部、７Ｌ、７Ｒ、２０７Ｌ、２０７Ｒ、９０７Ｌ、９０７Ｒ……
スピーカユニット、８Ｌ、８Ｒ、２０８Ｌ、２０８Ｒ、２６１Ｌ、２８１Ｌ、２９８Ｌ、
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